
神奈川県看護協会における研修ニーズ調査 報告 

 

 

回答された方の職種領域 

看護師 373名、保健師１２名、助産師９名、准看護師２名、その他３名 

 

 

 

 

             （複数回答） 

意思決定支援、高齢者・認知症、看護管理、 

地域看護の順で多く、直面している課題や 

社会的な変化に対応するための、より専門的かつ実践的な研修を望んでいることがわかりま

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

                        （複数回答） 

意思決定支援、看護管理、高齢者・認知症、ファシリテーションでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 406件 協力同意 400件 有効回答 399件 

実施期間 2025年 2月 26日～3月 28日 

93％が看護師の方からの回答でした 

ご協力 

N＝2492 

病院に勤務する人の結果 

全体の結果 

希望する研修 

 

N＝399 



 

                              （複数回答） 

高齢者・認知症、地域看護、終末期・看取り、意思決定支援の順に多く、看護実践の希望が多い

傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面研修以外に、オンラインやハイブリットを希望する人は 20％以上を占め、オンデマンド

を含め、各研修形態に一定数のニーズがあり、多様化していました。 

 

 

 

 

午前半日、午後半日や限った時間の回答が 

多く、1日研修を希望する人より多い 

割合でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院以外に勤務する人の結果 

希望する研修の形態 

 

希望する研修時間 

 



 

「インターネットからの情報取得」が最も多く、次いで「研修案内」「LINE」が多く挙げられてい

ました。LINEは導入からまだ 2年ですが、多くの方にご利用されていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修に関する情報の入手先 

 

普段利用している学習ツールについて 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職位別に受講した研修を比較すると、全職位で、看護教育を最も多く受講していまし

た。 

師長級以上の管理者は看護管理の受講が次に多く、主任級・スタッフでは看護技術が次に多く、

管理者と傾向が異なっていました。 

 

 

 

 

 

研修の見つけやすさは、「そう思う」の 

回答より「あまりそう思わない」の回答 

が多く、研修の見つけ方の周知や 

わかりやすくする工夫が求められて 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに参加したことがある看護協会主催研修 

研修の申し込みについて 

 
N=399 



 

 

 

 

全回答者の「研修の企画・内容の良さ」 

についての回答は、 

「そう思う」割合が 33％ 

「ややそう思う」53％ 

で合わせて 86％が企画・内容に対して、 

肯定的な回答でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全回答者の今後、研修参加を希望するか 

についての回答では、「そう思う」 

「ややそう思う」を合わせ 92％と 

肯定的な回答がほとんどでした。 

 

 

 

 

研修企画・内容について 

 

研修に参加したいと思うか 


